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こ
こ
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市
民
志
市
を
定
め
ま
す保

近
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の
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っ
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ち
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を
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番
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家
順
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ロ
ロ
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を
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、
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機
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だ 昭和55年12月16日 (2)ー

塩田ゴイの養殖振興

小牧橋の調査費など審議

12月定例市議会が開会

~

岡

市

か
行
う
こ
と
に
な
る
予
定
で
あ
り
、

号
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
の
居
住
環

境
を
目
指
し
、
建
築
行
政
を
的
確
に
運

え号一一一(間抑制一一広報う戸第 829 

12月定例市議会が、 12月 3日から始まりました。

今回の市議会は、 12月 19日まで 15日間の会期で聞か

れる予定で、「上田市税条例の一部改正案J r上田市

水道条例の一部改正案Jr昭和55年度上田市一般会計

補正予算案」など35議案が提案 ・審議されています。

宇南 正 予 算 客買

一般会計 7億5980万8千円

特別会計 3億6133万8千円

予 算 総 客貢

一般会計 182億7017万3千円

特別会計 58億6405万7千円

12月議会に提案されている55年度予算

提
案
説
明
を
す
る
石
井
市
長
(
右
)

上
田
市
建
築
審
査
会
条
例
は
、
法
令

の
施
行
事
務
を
め
ぐ
る
不
服
申
立
て
な

ど
に
つ
い
て
、
審
理
・
裁
決
す
る
な
ど

こ
の
た
び
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
こ
の
答
申
に
必
づ
き
、
平
均
三

0
・

九
七
%
の
引
き
上
げ
改
定
を
お
願
い
す

市
長
提
案
説
明
要
旨

変
動
の
激
し
い
国
際
情
勢
と
、
ま
す

ま
す
深
刻
化
す
る
石
油
問
題
、
圏
内
に

あ
っ
て
は
財
政
の
窮
迫
化
な
ど
、
地
方

自
治
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は
相
変
ら
ず

厳
し
い
状
態
で
す
が
、
関
係
各
位
の
一

層
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

政
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思

い
ま
す
。上

回
バ
イ
パ
ス

ま
ず
、
国
道
十
八
号
線
の
交
通
渋
滞

解
消
を
ね
ら
い
と
し
た
上
回

バ
イ
パ
ス

は
、
上
塩
尻
、
秋
和
地
区
の
用
地
買
収

が
ほ
ぼ
終
り
、
今
年
度
よ
り
生
塚
か
ら

新
田
ま
で
の
地
区
に
つ
い
て
用
地
交
渉

に
入
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
上
塩
尻
地

区
に
お
い
て
、
建
設
省
の
一
部
工
事
が

着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
起
工

式
が
十
二
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
た
ま
も

の
と
深
〈
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

次
に
小
牧
橋
架
橋
は
、
左
岸
環
状
線

に
関
連
す
る
主
要
事
業
と
し
て
、
建
設

省
サ
イ
ド
で
建
設
促
進
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
見
通
し
が
困
難
な
た
め
、

農
林
漁
業
資
金
に
よ
る
架
橋
を
研
究
し

進
め
た
い
と
思
い
、
調
先
行
を
お
願
い

し
て
あ
り
ま
す
。

冷
夏
に
よ
る
被
害
農
家
の
救
済

V
農
林
水
産
業
費

指
凹
養
M
m
漁
業
の
不
振
に
対
す
る
補

助
金
は
、
飼
料

次
に
異
常
気
象
に
よ
る
冷
夏
に
襲
わ

れ
、
水
稲
を
主
と
し
、
果
樹
、
そ
菜
な

ど
が
被
害
を
こ
う
む
り
ま
し
た
が
、
上

田
市
は
他
地
域
と
比
較
し
て
、
被
害
が

少
な
か
っ
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で

し
た
。
当
市
と
し
ま
し
て
は
、
緊
急
に

被
害
農
家
の
生
活
安
定
と
就
労
の
機
会

を
与
、
え
る
べ
く
、
救
農
土
木
事
業
と
し

て
、
農
道
整
備
及
び
山
林
の
除
間
伐
事

業
な
ど
の
費
用
を
専
決
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
早
期
実
施
に
努
め
て
い
る
次
第
で
す
。

川
辺
小
学
校
の
校
庭
拡
張

川
辺
小
学
校
校
庭
の
拡
張
は
、
か
ね

て
よ
り
計
画
し
、
そ
の
用
地
取
得
に
つ

い
て
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

地
権
者
並
び
に
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
用
地
が
確
保
さ
れ
、
念

願
の
校
庭
拡
張
が
で
き
教
育
振
興
の
た

め
大
変
役
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
多
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、

か
し
わ
保
育
園
と
若
葉
保
育
園
の
統
合

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
並
び
に
両
国

関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
合
意
に
達
し
、
土
地
選
定
の
め
ど

も
つ
い
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
こ
の

用
地
買
収
と
園
舎
の
建
設
を
促
進
し
、

保
育
内
容
の
向
上
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

建
築
指
導
準
備
室
の
新
設

次
に
昭
和
主
|
九
年
度
か
ら
は
、
従

来
県
知
事
め
権
限
で
行
わ
れ
て
い
た
建

築
基
準
法
に
関
す
る
確
認
、
許
可
、
指

定
、
認
定
な
ど
の
一
切
の
事
務
を
、
上

会
計
へ
、
負
刊
金
と
し
て
支
出
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
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岡
市
が
行
j
こ
と
に
な
る
予
定
で
あ
り
、

号
住
み
よ
い
'
街
づ
く
り
の
た
め
の
居
住
環

泊
境
を
目
指
し
、
建
築
行
政
を
的
後
に
逮

8

営
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す

掠
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
事
務
の

一

発
是
の
た
め
十
月
か
ら
は
建
築
指
導
準

一

備
室
が
新
設
さ
れ
、
今
議
会
に
提
案
き

一

れ
て
い
る
関
係
条
例
な
ど
の
施
行
準
備

i
j
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

uり
川一

m

水
道
料
金
の
改
定

負
斗
血
園
町

仰
料
水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
去
る

哨
第

れ

1

九
月
議
会
で
ご
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し

一

た
水
道
料
金
審
議
会
に
、
水
道
事
業
経

一

営
の
健
全
化
と
料
金
の
適
正
化
を
図
る

た

た
め
、
水
道
料
金
の
改
定
を
諮
問
し
ま

‘え

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
答
申
を
い
た

、つ

だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
答
申
に
基
づ

報

き
ま
し
て
料
金
の
改
定
を
お
願
い
し
た

.、

い
と
い
う
も
の
で
す
。
今
後
と
も
、
市

寸

民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
道

一

事
業
の
経
営
の
効
率
化
と
経
費
の
節
減

一

に
努
め
ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
理
解
と

一

お
力
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
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主
な
条
例
の

制
定
・
改
正

V
上
田
市
建
築
審
査
会
条
例
と
上
田
市

建
築
協
定
条
例
の
制
定

昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
、
建
築
基
準

法
に
基
づ
き
特
定
行
政
庁
と
し
て
発
足

す
る
の
に
伴

い
、
制
定
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

提
案
説
明
を
す
る
石
井
市
長
(
右
)

上
田
市
建
築
審
査
会
条
例
は
、
法
令

の
施
行
事
務
を
め
ぐ
る
不
服
申
立
て
な

ど
に
つ
い
て
、
審
理
・
裁
決
す
る
な
ど

の
権
限
を
有
す
る
建
築
審
査
会
の
組
織

な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

上
田
市
建
築
協
定
条
例
は
、
住
宅
地

と
し
て
の
良
好
な
環
境
や
建
築
物
の
利

用
を
増
進
す
る
こ
と
の
で
き
る
区
域
を

定
め
、
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
建
築
協

定
が
締
結
で
き
る
旨
を
定
め
る
も
の
で

す
。

V
上
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正

本
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
個
人

市
民
税
の
退
職
所
得
の
税
率
、
並
び
に

土
地
な
ど
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
に

つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

V
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
の

一
部
改
正

去
る
十
月
二
十
八
日
、
石
井
光
一
さ

ん
(
市
内
大
手
二
丁
目
)
か
ら
多
額
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
基

金
の
増
額
を
図
り
ご
意
向
に
そ
っ
て
、

失
明
者
に
対
す
る
盲
導
犬
の
貸
与
事
業

を
行
い
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

V
上
田
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正

水
道
料
金
は
、
改
定
以
来
五
か
年
を

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
拡
張

事
業
め
増
加
、
関
連
経
費
の
上
昇
な
ど

に
よ
り
、
水
道
事
業
経
営
は
年
々
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
水
道
料

金
審
議
会
に
水
道
事
業
経
営
の
健
全
化

と
料
金
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
水
道

料
金
の
改
定
を
諮
問
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
た
び
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、
平
均
三

0
・

九
七
%
の
引
き
上
げ
改
定
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

一
般
会
計補

正
予
算
の

主
な
内
容

V
総
務
費

地
方
財
政
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、

前
年
度
繰
越
金
の
活
相
当
額
の

一
億
五

千
万
円
を
、
財
政
調
整
基
金
と
し
て
頼

み
立
て
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
共
同
集
会
施
設
等
改
修

補
助
金
、
小
規
模
自
治
会
に
対
す
る
事

務
委
託
料
の
調
整
割
分
、
自
主
防
災
組

織
育
成
の
た
め
の
補
助
金
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

V
民
生
費

民
間
保
育
所
建
設
事
業
補
助
金
と
し

て
、
あ
ゆ
み
保
育
園
へ

一
千
百
五
十
四

万
四
千
円
、
三
好
町
保
育
園
へ

一
千
六

百
五
十
六
万
六
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

丸
子
町
に
建
設
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
負
担
金
六
百
九
十
二
万

八
千
円
の
ほ
か
、
私
立
幼
稚
園
施
設
笠

備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

一
因
当

り
の
補
助
単
価
を
増
額
し
て
計
上
し
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
福
祉
手
当
の
単
価
改
正

に
伴
う
追
加
分
、
泉
平
学
童
会
館
及
び

塩
田
中
央
保
育
園
の
増
改
築
工
事
費
な

ど
も
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

冷
夏
に
よ
る
被
害
農
家
の
救
済

築
基
準
法
に
関
す
る
確
認
、
許
可
、
指

定
、
認
定
な
ど
の
一
切
の
事
務
を
、
上

V
農
林
水
産
業
費

塩
田
養
殖
漁
業
の
不
振
に
対
す
る
補

助
金
は
、
飼
料
な
ど
高
騰
化
す
る
生
産

伐
に
対
し
、
販
売
価
格
の
低
迷
に
よ

っ

て
生
ず
る
赤
字
の
一
部
を
補
て
ん
す
る

こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
「
塩
田
鯉

(ご

い
)
」
を
守
り
、
内
水
面
漁
業
の
振
興

を
図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
、
二
千
百

七
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
非
補
助
事
業
と
し
て
笑
施
予

定
の
小
牧
橋
架
備
の
調
査
委
託
料
四
百

六
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

V
商
工
賛

同
和
対
策
融
資
預
託
金
に

一
千
二
百

万
円
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補

助
に
二
百
二
十
四
万
円
の

計
上
が
主
な
も
の
で
す
o

v
土
木
賞

道
路
新
設
改
良
工
事
伐

に
九
千
四
百
万
円
、
河
川

改
修
工
事
費
に
二
千
百
三

十
万
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、

諏
訪
部
公
園
の
用
地
買
収

資
の
残
り
分
二
千
六
百
万

円
、
は
場
悠
備
地
区
内
道

路
に
つ
い
て
の
道
路
台
帳

作
成
委
託
料
一
千
三
百
万

円
な
ど
も
計
上
し
ま
し
た
o

v
消
防
費

県
が
全
県
的
に
設
置
す

る
防
災
無
線
に
対
す
る
上

田
市
負
何
分
、

百
五
十
万

四
千
円
を
上
小
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
消
防
持
別

会
計
へ
、
負
担
金
と
し
て
支
出
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

V
教
育
費

来
年
四
月
、
操
業
を
開
始
す
る
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
用
消
粍
口
川
と
備

品
、
そ

こ
に
併
設
さ
れ
る
栄
養
指
導
セ

ン
タ
ー
の
備
品
及
び
調
理
機
器
の
ほ
か
、

物
置
、
自
転
車
置
場
な
ど
の
工
事
貸
三

千
九
百
十
万
円
を
計
上
し
て
、
施
設
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
さ
き
に
グ
ラ

ン
ド
を
拡
張
し

ま
し
た
川
辺
小
学
校
の
用
地
買
収
資
に

一
億
五
十
五
万

一
千
問
、
小
中
学
校
の

各
種
営
繕
工
事
費
に
一
千
八
百
六
十
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

今回の鉱張で広くなった川辺小グラウンド
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十
一
月
二
十
三
日
の
「
勤
労
感
謝
の

日
」
に
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
上
田
市
功

級
者
表
彰
式
が
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
者
表
彰

は
、
地
方
自
治
・
教
育
文
化
・
社
会
福
祉
・

産
業
経
済
な
ど
各
分
野
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
上
田
市
表
彰
規

則
に
基
づ
い
て
表
彰
申
し
上
げ
る
も
の

で
、
今
年
は
次
の
四
十
二
名
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

!
、
表
彰
式
で
は
、
石
井
市
長
が
「
み
な

司
さ
ん
は
激
動
す
る
社
会
の
中
で
、
長
年

伝
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
研
さ
ん
努
力
さ

一

れ
、
各
分
野
を
通
じ
て
上
田
市
の
伸
展

一

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
立
派
な
功
績

い
/
を
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び

初
受
賞
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
十
一
万
市
民

刊
酬
と
と
も
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
、

制
川
深
じ
ん
な
る
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
ご

n
n
*肺

刊
M
M

さ
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、

一

一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
賞
は
い
を
授

一

与
し
ま
し
た
。

ト

続

い

て

、

来

賓

を

代

表

し

て

小

林

市

議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
あ
っ

た
ほ
か
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
中
沢
好

治
き
ん
が
「
が
た
ち
が
長
年
努
力
し
て

き
た
ニ
と
が
認
め
ら
れ
、
大
変
う
れ
し

えつ戸第 829 
号~

ーーーーーー『ー‘一

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が

ら
市
政
発
展
の
た
め
に
尽
し
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

沢
源
三
さ
ん
マ
中
沢
好
治
さ
ん
マ
橋
詰

一
一
男
き
ん
マ
細
田
万
三
さ
ん
マ
増
田
国

雄
さ
ん
マ
宮
沢
勝
平
さ
ん
マ
柳
沢
健
次

さ
ん
マ
柳
沢
虎
之
祐
さ
ん
マ
横
関
り
う

さ
ん

功
績
賞
受
賞
者

〈
地
方
自
治
関
係
〉

(
十
五
名
)

マ
網
野
弥
蔵
さ
ん
マ
今
井
幸
太
郎
さ
ん

マ
金
沢
直
人
さ
ん

マ
斎
藤
秀
夫
さ
ん
マ

回
中
豊
治
さ
ん
マ
土
屋
き
よ
さ
ん
マ
中

〈
教
育
・
文
化
関
係
〉
(
五
名
)

マ
伊
藤
祐

一
さ
ん
マ
岡
田
益
雄
さ
ん
マ

高
柳
正
丸
き
ん
マ
林
幸
四
郎
さ
ん
マ

入
国来
受 年
イ寸四
を月
下に
表入
の固
とす
おる
り保

育
各園
保児
育 の

コてF表 彰式での l

〈
三
歳
未
満
児
保
育
〉

受
け
入
れ
の
で
き
る
図
は
下
表
の
と

山
崎

晃
き
ん

〈
社
会
関
係
V

(

二
名
)

マ
丸
尾
信
さ
ん
マ
室
山
林
一
さ
ん

〈

産

業

関

係

〉

(
二
十
名
)

マ
荒
井
寿
人
さ
ん
マ
大
野
清
こ
さ
ん
マ

上
保
晴
男
き
ん
マ
倉
沢
英
雄
さ
ん
マ
小

林
源
蔵
さ
ん

マ
小

山

勝

き

ん

マ
高
田

勝
さ
ん

マ
竹
内
き
く
き
ん

マ
竹
内
善

太
郎
さ
ん
マ
田
中
信
雄
さ
ん
マ
手
塚
佐

金
吾
さ
ん
マ
堂
平
豊
平
さ
ん
マ
中
沢
照

十
さ
ん
マ
増
沢
穂
並
さ
ん
マ
松
原
け
さ

と
さ
ん
マ
丸
山
定
雄
さ
ん
マ
宮
島
正
雄

さ
ん
マ
矢
島
卯
太
郎
さ
ん
マ
山
極
利
正

さ
ん
マ
山
下
一
男
男
さ
ん

受賞者を代表して、石井市長(右)に謝辞を述べる

中沢好治さん

年賀状は12月20日までに差出しを

年賞状の受付は、 12月15日(月)

から始まっています。年末おし

迫ってからお出しになると元E

配達に間に合わなくなりますの

で、遅くとも 12月20日(日)までに

お出しください。

事件事故みんなで防いで明るい新年

歳末防犯運動

歳末は、例年突発的な犯罪や交

通事故が多発する傾向にあります0

・運動の重点

①凶悪犯罪と盗犯の防止②暴力

団犯罪の防止③交通事故の防止

④少年非行の防止



治
さ
ん
か
「
私
た
ち
が
長
年
努
力
し
て

き
た
ニ
と
か
認
め
ら
れ
、
大
変
う
れ
し

号ーえ

保育園児の入園受付
二 1月20日，__2月16日 =
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来
年
四
月
に
入
国
す
る
保
育
園
児
の

入
園
受
付
を
下
表
の
と
お
り
、
各
保
育

園
で
行
い
ま
す
。
次
の
入
国
条
件
に
該

当
す
る
人
は
、
希
望
さ
れ
る
保
育
園
で

入
国
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
在
園
児
は
保
育
園
か
ら

配
布
、
新
た
に
入
園
を
希
望
す
る
場
合

は
、
地
区
民
生

(児
童
)
委
員
き
ん
ま

で
申
し
出
て
く
だ
き
い
。

な
お
、
あ
ゆ
み
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

園
舎
新
築
中
の
た
め
上
野
が
丘
公
民
館

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
入
園
条
件
V

1
、
母
親
が
勤
め
て
い
て
、
同
居
の
家

族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合

2
、
母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕

事
ま
た
は
自
営
業
、
農
業
に
従
事
し

て
い
て
、
同
居
の
家
族
に
保
育
す
る

人
が
い
な
い
場
合

3
、
母
親
が
出
産
の
前
後
ま
た
は
疾
病

あ
る
い
は
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
同

居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い

場
合

4
、
家
族
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
ま
た

は
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、

母
親
が
常
に
そ
の
看
病
に
あ
た
り
、

同
居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な

い
場
合

5
、
母
親
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
な

ど
の
家
庭
で
、
同
居
の
家
族
に
保
育

す
る
人
が
い
な
い
場
合

6
、
災
害
に
よ

っ
て
居
宅
を
失
い
ま
た

は
破
損
し
、
そ
の
復
旧
の
た
め
に
保

育
で
き
な
い
場
合

〈
=
一
倉
田
市
・
妻
小
選
刷
国
ん
倶
仲
書
同
〉

受
け
入
れ
の
で
き
る
園
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

「
子
供
の
福
祉
」
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
入
れ
、
希
望
者
は
事
前

に
、
入
国
希
望
国
の
園
長
と
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
長
時
間
保
育
v

実
施
す
る
園
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

長
時
間
保
育
は
有
料
に
な
り
ま
す
が
、

実
施
固
ま
た
は
児
童
保
育
課
に
、
申
請

書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望

者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
申
請
書
は
入
所
申
請
書

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
方
法
v

入
所
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

添
付
書
類
を
つ
け
て
、
地
区
民
生
(
児

童
)
委
員
の
認
印
の
う
え
、
希
望
す
る

保
育
園

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〈
添
付
書
類
V

1
、
家
族
で
収
入
の
あ
る
人
の
五
十
五

年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し

2
、
内
職
、
パ

ー
ト
な
ど
で
保
育
で
き

な
い
人
は
、
申
請
書
の
証
明
欄
に
事

業
所
の
証
明
、
病
人
の
看
護
ま
た
は

母
親
が
病
気
の
場
合
は
そ
の
診
断
書

3
、
出
産
前
後
の
た
め
保
育
で
き
な
い

人
は
、
母
子
手
帳
を
提
示
願
い
ま
す
。

4
、
同
居
の
祖
父
母
、
お
じ
、
お
ば
が

い
る
場
合
で
、
そ
の
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
証
明
が

で

き
る
書
類

5
、
五
十
五
年
一
月
一
日
以
降
に
住
所

を
変
え
た
人
は
、
そ
の
旨
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
v

申
請
書
類
な
ど
が
不
完
全
な
場
合
は
、

申
請
書
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

海
道
-
二
ハ
九

l
-

社
会
福
祉
法
人

や
ま
び
こ
会
、
定
員
六
十
名
)

・
あ
ゆ
み
保
育
園

(
大
字
古
里
宇

一
本

木
八
二
四
八
社
会
福
祉
法
人
古
里

会
、
定
員
六
十
名
)

は、

来
年
四
月
一

日
認
可
保
育
所
と
し

て
開
固
め
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
入

国
受
付
は
、
一

月
二
十
三
日
闘
で
す
。

三
好
町
保
育
園

田
月
か
ら
開
設

あ
ゆ
み
保
育
園

-
三
好
町
保
育
園

(大
字
諏
訪
形
字
西

表

園 名 受付 日 1韮去揖児保育 長時間保育 電話 凶 名 受付日 1置未揖児院育 長時間保育 電話

甘 露 閣 1月20日 1歳から 実 B包 22-7665 悔 ケ丘保育園 2月3日 2歳から 35-1171 

芙蓉 保 育園 1月21日 2歳から 実施 22-1147 若葉保育園 2月3日 3歳から 38-2626 

聖ミカエル保育園 1月21日 2議から 実施 22-1361 か し わ保育園 2月3日 3.量から 38-2552 

歓 喜 国 1月22日 1議から 実 施 22-1595 西嵐田保育園 2月4日 2抜から 38-2609 

極 楽寺愛育園 1月22日 1議から 実施 22-4064 ふた ぱ 保 育 園 2月4日 li¥tから 38-2063 

西 丘 保 育園 1月22日 0歳から 実施 35-1157 極回 中央保育園 2月5日 1歳から 実 施 38-2512 

常田保育 園 1月23日 0議から 実 施 22-1520 庖田 北保 育 園 2月5日 l歳から 38-2636 

秋和保 育園 1月23日 0歳から 実施 27-8820 塩 回西 保育園 2月6日 2歳から 38-2648 

三 好町保 育園 1月23日 0歳から 実施 24-8773 浦 里 保 育園 2月6日 2歳から 31-2058 

あゆみ 保育園 1月23日 0歳から 実 施 23-0503 白 銀 保 育園 2月6日 2緩から 31-2004 

東部 保 育 園 1月26日 0歳から 実施 22-0682 室!{保育園 2月9日 2歳から 31-2142 

川辺保 育園 1月27日 2議から 22-5029 小泉 保 育園 2月9日 2議から 24ー 7356

猛 尻保 育園 1月27日 2歳から 22-3476 域 下保 育園 2月10日 0議から 22-08871 

泉 回 保育園 1月28日 2歳から 22-5163 国分保育園 2月12日 2歳から 27-0105 

神川 第一保育園 1月28日 2歳から 35-0299 と きわ保育園 2月12日 2歳から 27 -0104 

神川 第一保育園 1月28日 2議から 35-0349 下 之 条 保 育 園 2月13日 2歳から 27-2986 

神科第一保育園 1月29日 2歳から 22-0597 市役所児童保育課 2月16日

神科第一保育園 1月30日 1議から 22-0598 受付時間=各保育園は午後 1時から同 4時ま で。市役所児

~殿保育園 1月30日 3議から 22-6802 童保育課のみ午前 8時30分から午後 5時 まで。

南部保育園 2月2日 2設から 実施 22-7108 i主 意=児童保育課での受け付けは各国での受Itf寸けの
~t 保育盤 2月2日 2雄か句 22-3475 際書領不備のため受け付けにならなかった人のみ

手呈日付~ 
Jι 園入
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11万市民の家計簿

;昭和55年度上半期

、っ報広日
可

服
州
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
を
理
解

削
制
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、
上
半
期

知
と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に
財
政
内

J
I

容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

一

昭

和

五
十
五
年
度
上
半
期

(
五
十
五

一

年

四

月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日

)
の
財

子
政
状
況
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

9

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
ど
の

回
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
表
を
ご

第
ら
ん
い
た
だ
き
、
ご
理
解
を
深
め
て
く

戸

だ
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

え

一般会計上半期収支状況
(昭和55年 9月30日現在)

科 目 予 算 額 支出済額 執行率

民 生 費 39億 43万4千円 14億7，350万4千円 37.8% 

土 木 費 25億9，847万4千円 41意9，517万9千円 19.1 

教 育 費 25億3，212万l千円 9億4，256万3千円 37.2 

総‘ 務 費 18億2，644万8千円 81!意1，858万円 44.8 

商 工 費 171意8，945万3千円 14億6，869万円 82.1 

農林水産業費 171意6，932万7千円 3億5，457万2千円 20.0 

衛 生 費 13億7，674万6千円 5億9，290万4千円 43.1 

/]: 債 資 91意2，295万8千円 4億5，357万9千円 49.1 

j南 防 費 41意9，418万2千円 2億5，212万円 51.0 

議 tヨ込エ 費 H意9，831万円 9，549万7千円 48.2 

労 働 費 4，793万8千円 2，155万l千円 45.0 

予 {蔚 費 500万円 。 。。
ム口、 計 1741意6，139万l千円 69億6，873万9千円 40.0 

科 目 予 算 官員 収入済額 収入率

市 税 631意4，224万2千円 331意8，742万8千円 53.4% 

国庫 支 出金 24億2，554万7千円 8億5，589万4千円 35.3 

市 イ責 2H意8，010万円 。 。。
地方 交 付税 19億1，700万円 12億8，720万円 67.2 

諸 収 入 151意2，975万1千円 4，898万5千円 3.2 

県支出金 1H意8，105万l千円 H意2，740万3千円 10.8 

分負担 担金及 金び 7億 320万円 2億 773万円 29.5 

繰 入 金 5億 350万円 7，491万円 14.9 

使手用数料 及 料び 21意2，197万7千円 l億4，257万6千円 64.2 

地方 議 与税 If意4，600万円 4，258万円 29.2 

財 産収入 If意3，317万2千円 If意8，163万5千円 136.4 

交自動車付取得税金 9，600万円 3，200万2千円 33.3 

繰 越 金 5，000万円 21.意9，256万2千円 585.1 

特交通別安交全付対策金 1，669万5千円 。 。。
寄 附 金 1，515万6千円 10万円 0.7 

ムロ 計 174億6，139万l千円 661意8，100万5千円 38.3 

債務負担行為(昭和55年 9月30日現在)(昭和55年 9月30日現在)

99億3，788万6千円

46億4，383万9千円

一時借入金 (昭和55年9月30日現在)

| 借入現在高 I 1億円

債務負担議決額

額負実

，_ 

区 分 一般会計 特別会計 ム'"、 計
トー

昭和55年3月末現在高 74億4，140万円 37億8，001万8千円 1121意2，141万8千円

昭r巴1別湘月月55末末昨5年B日4土4土で月月干?1品1百五の市五五畳昔;領入らら 8f意7，070万円 5，000万円 91意2，070万円

1l.~7 ， 543万4千円 4，157万9千円 2億1，701万3千円

差 51 現在高 8H意3，666万6千同 37億8，843万9千円 119億2，510万5千円
...._同

地方債現在高
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民生費 ら
ん
い
た
だ
き
、
ニ
理
解
を
深
め
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自然運動公園の総合体育館建設、

都市計画街路事業の秋和上堀線

(写真)、公営住宅建設などにカ

が注がれています。

学校給食センター建設、北小学

校校舎改築(写真)、神川小学校

プール建設、神川公民館建設な

ど教育施設の充実に力が注がれ

ています。

老人福祉センターの移転新築、

身障者住宅の移転新築(写真)、

相染閣浴場の増築など市民福祉

の向上にカが注がれています。

〔参考〕

、 債務負担行為
(昭和55年 9月30日現在)

区 分|議決

一般会計現在高 I 99{机 788716千円

特別会計現在高 o 

企業会計現在高 I 0 ~ 
0議決額は議会で承認された限度額0実負担額は実際に負jjlする額

一時借入金 (昭和55年 9月30日野)

借入現在高|削内訳(オ他斜 げ円

-積立金 -有価証券

15億9，409万
市

財有
836万6，779円

1，276円

産
-土 地 の -建 物

状
135万8，197m2 況 21万1，003m2

昭
和
55 
年

-山 林 月9 -住 宅
30 
日

1，691万6，122m2

現
在 敷地21万8，475m2

建物 5万2，414m2

J 

地方債現在高

区 分 金 官買

一般会計現在高 81億3，666万6千円

特別会計現在高 37億8，843万9千円

企業会計現在高 29億7，495万円 c水藍道院29{意43，.316295万万37千千円円

ぷE弘2、 計 149億 5万5千円

-"" .. 
千キ 目 子 り. Mi 収入前 面1 収入ヰ

国 民 健 康 保 |検事業 27f.i)'7，936万円 101.ii.4，666万2千円 37.7% 

公 共 下 水 道 事 業 14憶 216万2千円 2fllJ ，076万円 15.0 

資同和金地等区n住付宅事新築業 6憶1，625万8千円 5，382万3千円 8.7 

土 地取 得事 業 3!IT.4，100万円 3(M，414万5千円 112.7 

悩祉事業センタ一事業 l(i!: 483万8千円 5，422万円 51.7 

塩田有線放送電話卒業 3，893万2千円 1，876万8千円 48.2 

交通災害共済事業 2，501万2千円 2，487万4千円 99.4 

£口入 3十 53(意 756万2千円 17(2'9，325万2千円 33.8 

ぽ プ高コ
科 目 予 ~: 毎l 支出係 官(l 執行率

国民健康保険事業 27(意7，936万円 10(~ 1 ，660万6千円 36.6% 

公共下水道事業 14億 216万2千円 3(意2，026万2千円 22.8 

同資和金地等区貸住付宅事新築業 61.i!.1，625万8千円 2!IT.8，983万7千円 47.0 

土地取得事業 3(意4，100万円 1，096万5千円 3.2 

福祉事業センタ一事業 lf意 483万8千問 5.587万5千円 53.3 

塩田有線Ifl送屯訴事業 3，893万2千円 1，694万7千円 43.5 

交 通 災害共済 事業 2，501万2千円 1，214万円 48.5 

£口λ 53m' 756万2千円 17I.i!:2，263万2干内 32.5 
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V
市
民
憲
章
碑
の
除
幕
式

十

一
月
二
十
七
日
に
は
、
南
庁
舎
の
落
成
式
に
続
き
、
市

民
逝
章
碑
の
除
幕
式
が
市
役
所
正
面
玄
関
前
で
、
石
井
市
長

は
じ
め
関
係
者
約
百
人
の
出
席
の
中
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
仰
に
は
石
版
が
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
昨
年
市
制
随

行
六
卜
周
年
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
上
田
市
民
懲
章
の
全

文
か
石
刻
市
伝
の
筆
に
よ
り
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
碑

は
山
岸
J

出
さ
ん
(
川
辺
町
)
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

で
、
除
俳
は
山
岸
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
二
人
が
行
い
ま
し
た
。

829 -第

企南庁舎の落成式

現庁舎横に建設を進めていた南庁舎がさ

きごろ完成し、その落成式が11月27日南庁舎

玄関前で、関係者約100人の出席の中、行わ

れました 0・式では、石井市長が「今までは

庁舎が狭くなって来庁される市民の皆さん

に大変迷惑をおかけしていましたが、今後

は行政運営の近代化・合理化を進め、市民

サービ スの向上に務めたい」とあいさつの

後、石井市長(写真左)と小林議長がテープ

カットをしました。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
と
、
暁
房

の
た
め
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使
う
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
「
や
け
ど
」

に
は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
や
け
ど
を
し
た
時
は
、
そ
の

程
度
に
よ
り
手
早
く
手
当
を
し
て
く
だ

さ
い
。や

け
ど
の
程
度
と
手
当
法

勺 勺 守

で第 て を I包守こりすの直手でいた第り日をオ i令痛部手 リ第
i毎 三 も あ はれまが場後当きとこまでぬリしみ分当痛一
つ度らて つをす、合、法まこ度す後 り|まのを法み度
き 11 い軽ぶ 数 の水、水 11 すろ 11 。をまブすと 水 11 ま 11

、皮まく さ 回での痛道や 。に赤 残す油 iれ道や す皮
化!脅 す包 なく 、冷みのけ 水く さとか与るの け 。膚
股Tが。帯 いり そ た は 水 ど 泡川 ず、軟ニ話ま水ど 主
した し でかこさ ー での がれ 治数膏号 、てでの マ
ま だ て 、え でいで H寺 i令
す れ、 消 し 一 再軽し は

M 深 医 毒 ま時びくま i-ー--------ー れい 師 ガす 休痛なす j三Z二二 .c= rl i h 
層 に | 。みくり 。 I ~1ìI!K; _，、~ 1) 

ま診 ゼ 水、なまこ ・ ・ ヒ

不
用
品
登
録
情
報

手
当
法
H
H
水
で
冷
し
て
か
ら
消
毒
ガ

ー
ゼ
を
あ
て
、
範
囲
の
広
い
場
合
は

清
潔
な
シ

l
ツ
に
包
ん
で
医
師
に
診

て
も
ら
い
ま
す
。

主
な
注
意
事
項

⑥ ⑤ ④①  

?ZZT百E3E空詩 朱 J-rやけ J-"I リそ23
場が、い 上がどにやに 、、. .・ノ、..J 、の'水ど

所 多子わ や 生は診け化 痛深 こ 道 を
に ど供 れけ命 傷 て ど 膿T みいれのし
~* ?2きて どにのも以き ③ ② が層に水た

、んい す 関深ら外せきい直ど第しで け類 つ衣 果軽まはでら
意 H重がま る係さいはないよ接に二よ脱てのた類がくで、冷
し 房家 すと しよま 、い 。う患は度うぐ冷上時 に あ な 達 や す 直
ま器の。、 ま りしでこ に部、以 。よしかは熱りるすけこち
し具中 生 す 、 よきと しに外上 う、ら、湯まなるどとに

ばに 命 。皮うるで てぬ用の にそ水すがすどこのがそ
1ど い に体膚 。芯 す くら薬や しのをぐか 。ーのと熱大の

める 危 のの け 。 だなをけ ま 後 か 衣 か 効をが切部

環
境
課

へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
.

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

品
物
が
あ
る
人
も

あ
ら
か
じ
め
生
活
環
境
課

へ
申
し
出

rド
い
|
民
再
三
部
|
ι
rト

1
¥
こ
ー」
F

、
。



で
傷
つ
き

化
膿T
し
また
すれ

沼

尾
三

官
回
H

J

J
、
z

L

6
・

H
E
t
-
-
J

置
き
場
所
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
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μ
ゲ
，l
H庁
十

meμ
の
哨
ド
に
よ
り
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岬

ι
u
r
作
J
Wさ
ん
(
川
辺
町
〕
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
グ
一

で
.
時
件
円
朴
恥
山
岸
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
二
人
が
行
い
ま
し
Th
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贈らない

もらわない

求めない

白パ受

@を織に選挙管理委員会

。政治家や候補者は次のような寄付をしてはいけません

0お中元、お歳暮、団体旅行の寄付やお酒

0お祭りなどの寄付・お酒、集会などの飲食代

0落成式や開庖祝い・旅行のお銭別

0出産・入学・卒業・結婚のお祝いの金品

。ぉ葬式の香典・花輪・供花など

。選挙人は候補者・政治家に寄付を求めたり、もらったり

してはいけません

企信州上回へどうぞ

12月 7目、上田市の観光宣伝隊が姉妹都

市の上越市高田を訪れ、別所温泉の厄除(や

くよ)けまんじゅうや観光ノfンフレ ソトを

無料配布しながら「信州上回」の PRをし

ました。

e

・e
.

-

z

e

年末年始の交通事故防止運動

例年、年末から年始にかけては、交通事故が多発してい

ます。飲酒運転の撲滅をはじめ、交通事故防止を積極的に

推進しましょう。

運動の重点

1.飲酒運転の撲滅 2.スリップ事故の防止

3.安全運行管理体制の充実強化 4.カーブ事故の防止

5.出合い頭事故の防止 6.歩行者横断事故の防止

12月 10 日 ~1 月 8 日

ゆずります く希望価格〉 ゆずってください

自動車補助イス 1，000円 ベビーパス、ベビーベット

歩行器 各種 乳母車(折りたたみ式)

七五三着物(四つ身、じばん付) 5，000円 二段ベット

マイティーチャー 相談 自転車(婦人用、大人用)

スノータイヤ(4本，600-12) 相談 オ/レガン

電気ごたつ 無料 事務用机

冷蔵庫(小型) 3，000円 冷凍庫

応接セ ット 7，ω0-10，0ω円 スパイクタイヤ(1200、1400cc)

足踏式ミ シン 1，000円 バイク (50cc)

ダブルベット 6，ω0-10，∞0円 ステンレス流し台

サンポッ ト(煙突付ストープ.タンク含む) 20，000円 湯沸器

風呂一式(団地も可) 相談 長イス兼ベット

電気マッサージ器 3，000円 フィギュアスケート (21、21.5cm) 

チノンダイレクト 8mm(附属品一式含む)) 相談 エレクトーン
」ー

不
用
品
登
録
情
報

皆
き
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を

H

不
用
品
登
録
情
報
。
と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
六
回
目
で
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

在現口
u

o呂田川不用品登録情報その⑥(主なもの)

④ ③②  
境に結紹方と紹い生て あ ゆ 環
諜か果介法直介入活 、らず境
へか(を な 接 を に 環登かつ課
連わ取受ど交受不境録 じ て へ
絡らりけを渉け用課し めは萱
しず引た決した品 でて生し録
て)き人め、人 のはく活いし
く を が は て 価は紹 、だ環品て
だ、成、〈格不介ゆき 境物く
さ必立取だ、用をずい 諜 が だ
いず、りき取品し っ。へあき

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環境課生活係(的 。生不引いり登手て 申るし;
活成き 。引録?.ほ し人

4100内線303、有線⑫671)へお気軽にご連絡を。 環立の き者町し 出も
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で
、
次
の
こ
と
に

隊
ま
で
に
申
治
占
を
提
出
し
て
く
だ
さ

iv 

五
日
間
、
作
成
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿
を

選
挙
管
理
委
員
会
で
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

号ー

R
Z論
晴
制
村

二
千
円
(
三
か
月
分
)

着
物
着
付
教
室
の

受
講
生
を
募
集

乳
幼
児
健
康
診
査

三
歳
H
J

829 だ一一一 (~~I~，i，:似~~r) 第

勤
労
青
少
年
ホ

1
ム

宮
⑫
7
1
1
7

保
健
予
防
課
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
8
9
・
有
線
②
0
7
2
1

一
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
下
表
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

去、ぃ。

え

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
働
く
二

十
九
歳
ま
で
の
女
性
を
対
象
に
、
次
に

よ
り
着
物
着
付
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
来
館
の
う

え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間
:
・

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
毎
週

で
、
水
蹴
日
コ

ー
ス
と
木
曜
日
コ

ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

定

員

・:各

コ
l
ス
十
二
名
。
定
員
に

な

り

次

第

、

締

切

り

ま

す

。

現

在

、

乳

幼

児

・

三

歳

児

の

健

康

診

ロ
月
初
日
か
ら
は

保
健
セ
ン
タ
ー
で

そ
の
結
果
、
異
常
の
な
か
っ
た
人
に
は

特
に
通
知
を
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

査
や
予
防
接
種
な
ど
の
業
務
は
、
上
回

公
圏
内
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
か
、
十
二
月
二
十
六
日
幽
か
ら
は
、

先
月
下
旬
に
完
成
し
た
南
庁
舎
の
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
の
で
、
お
間
違

い
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
十
二
月
二
十
五
日
嗣
ま
で
は
、

従
来
ど
お
り
公
園
内
の
健
康
セ
ン
タ
ー

で
健
診
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

乳幼児健康診査日程表
一

場会 市 保健センター 市塩田母子健康センター
市川西社会 吾回峰~、

福祉センター

会場 市保健ω~
対象児

4か月児 9か月児 l歳6か月児 4・9か月児 l歳6か月児 l歳6か月児
地区新市内 l旧市内

55年9月生 54年6，7月生55年9月生 55年4月生 54年7月生
55年4月

54年6・7月生

対象児 52年12月生
地区

引市内問問制期間市内
塩田全区 川西全区

1月 1日 27日 29日 20日 13日 28日 l月 16日 I 30日

一歳児健康

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

企
画
調
整
課
統
計
係
官
⑫
4
1
0
0

内
線

6
1
9
・
有
線
②
0
8
3
2

塩尻・川辺・泉田・神川・神科・豊殿

東部・南部・中央・北部・西部・城下

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
「
工
業
統
計

調
査
」
が
、
本
年
も
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に
実
施
さ
れ

ま
す
。こ

の
調
査
は
国
が
行
う
も
の
で
、
す

べ
て
の
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
を
対
象
に
、
組
織
・
従
業
員
数
・
製

造
品
出
荷
額
な
ど
製
造
活
動
の
状
態
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
市
町
村
の
行

政
や
経
済
政
策
に
役
立
て
る
資
料
を
得

る
た
め
に
行
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
調
査
員

が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
、
記
入

方
法
な
ど
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
と
併
せ
て
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査
」
及
び
「
輸

出
生
産
実
態
調
査
」
も
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
該
当
事
業
所
は
重
ね
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

新市内

旧市内

年末の特別ゴミ収集日
12月29日(月).30日(火)

年末の

納

〈

-12月29日(月)は、月曜日の収集地区

・12月30日(刈は、火曜日の収集地区

新年のゴミ収集は、 1月 5日(FJ)から平常どおり行

います。

くみ取りはお早めに

年末は毎年、トイレのくみ取りが集中し、処理に

支障をきたすことがありますので、早めに業者に申

し込みされますようご協力をお願いします。
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償
却
資
産
の
申
告
準
備
は

お
済
み
で
す
か

H
申
告
提
出
期
限
・
1
月
引
日
H

資
産
税
慢
資
産
税
係
官
⑫
4
1
0
0

内
線
2
3
6
・
有
線
②
0
6
8

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は
、
来
年
の

一
月
三
十
一
日
で
す
。

一
月
一
日
現
在
に
、
市
内
で
事
業
の

た
め
に
使
っ
て
い
る
償
却
資
産
(
簿
外

資
産
、
寄
贈
に
よ
る
資
産
、
遊
休
未
稼

動
の
も
の
を
含
む
)
を
所
有
し
て
い
る

人
(
土
地
家
屋
お
よ
び
自
動
車
税
が
課

さ
れ
て
い
る
自
動
車
は
除
く
)
や
、
自

ら
は
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
が
そ
れ
を

他
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
に
貸
し
付

け
て
い
る
人
は
、
事
業
の
大
小
や
個
人
、

法
人
の
区
別
な
く
、
期
限
内
に
申
告
書

を
提
出
で
き
る
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
事
業

所
に
は
申
告
用
紙
を
お
送
り
し
て
あ
り

ま
す
が
、
該
当
す
る
と
恩
わ
れ
る
が
用

紙
が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
事
業
所
は
、

お
手
数
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

え号一一一(腕端斜)一一広報う

猛
獣
飼
養
は

県
知
事
へ
届
出
を

戸第 829

上
回
保
健
所
食
品
衛
生
保

e
@
1
2
6
0
内
線
2
4
0

「特
定
動
物
の
倒
養
等
に
関
す
る
指

1日

導
要
綱
」
が
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
特
定
動
物
(
ク
マ
、

ワ
ニ
、
ラ
イ
オ
ン
な
ど
)
を
飼
養
す
る

と
き
は
、
県
知
事
へ
届
け
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
特
定
動
物
の
種
類
:
・
ク
マ
、
ワ
ニ
、

ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
な
ど
六
十
二
種
類

二
、
届
出
制
:
・
県
知
事
に
届
け
出
る

三
、
飼
い
主
の
義
務

①
カ
ギ
、
施
設
の
点
検

②
地
震
な
ど
災
害
の
発
生
時
対
策

③
特
定
動
物
を
飼
養
し
て
い
る
旨
の

表
示

四
、
緊
急
時
の
措
置
な
ど
・
:
動
物
が
施

設
か
ら
逃
げ
た
と
き
は
、
直
ち
に
知

事
、
警
察
な
ど
に
通
報
し
、
危
害
防

止
の
措
置
を
図
る

職
業
自
立
を
望
ま
れ
る

身
障
者
の
皆
さ
ん
へ

H
訓
練
生
募
集
日

上
回
公
共
職
業
安
定
所

宮
⑫
6
3
6
3

東
京
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
(
小

平
市
)
で
は
、
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

に
そ
れ
ぞ
れ
の
残
存
能
力
に
適
応
す
る

職
種
に

つ
い

て
基
礎
的
な
知
識
お
よ
び

技
能
を
習
得
し
、
就
業
に
よ
る
自
立
の

道
を
開
い
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
に
よ

り
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
校

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
来
年
の
-
月
三

十
一
日
出
ま
で
に
、
上
回
公
共
職
業
安

定
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

資
格
:
①
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
、

そ
の
症
状
が
固
定
し
、
義
務
教
育
修

了
者
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
学
力
を

有
し
、
就
業
す
る
意
志
の
あ
る
方

②
伝
染
性
疾
患
、
重
度
視
力
障
害
、

精
神
障
害
な
ど
が
な
く
、
医
療
管
理

ま
た
は
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
団
体

生
活
の
で
き
る
方

職
種
:
・
被
服
縫
製
系
(
一
年
)
、
工

業
機
械
系
(
一
年
、
一
部
二
年
)
、

事
務
系
(
一
年
)
、
印
刷
系
(
一
年
)

(
)
内
は
修
業
年
限

訓
締
生
の
特
典
・
:
①
授
業
料
は
不
要
、

器
工
具
な
ど
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。
②

雇
用
保
険
、
生
活
保
護
な
ど
の
受
給

者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の
指
示
に

よ
り
、
継
続
し
て
給
付
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
③
訓
練
手
当
と
し
て
、
二
十

歳
以
上
の
方
は
約
八
万
七
千
円
(
月

額
)
、
二
十
歳
未
満
の
方
は
約
七
万

三
千
円
(
月
額
)
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、

通
校
手
当
と
し
て
交
通
費

(実
費
)

も
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
主
た
る

生
計
の
維
持
者
が
受
講
の
た
め
家
族

と
別
居
し
た
場
合
に
は
、
寄
宿
手
当

と
し
て
七
千
五
百
円

(月
額
)
が
支

給
き
れ
ま
す
。

今
年
も
も
、7
わ
ず
か
。
十
二
月
は
仕

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

事
の
忙
し
き
に
も
増
し
て
、
お
酒
に
接

す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
清
酒
・
ビ
ー
ル
・
ウ
イ

ス
キ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
酒
類
に
、
ど

の
く
ら
い
の
税
金
が
か
か

っ
て
い
る
か

は
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
お
酒
に
か
か
る
税
金
は
酒
税
と

い
い
、
お
酒
の
代
金
の
中
に
税
金
が
含

ま
れ
て
い
て
、
お
酒
を
買

っ
た
人
が
税

金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
間

接
税
の

一
つ
で
す
。

E
一一

言i
 

，『t白
l

圃・・司

、1
1，
d
'

円
U
川
、

圃
圃

行

H-

F
，

ト
一円

固

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

主なお酒に含まれている税金

お 1酉の種類 小売価格 酒 税額 負担率

清酒 特級 (1.8 i ) 2，200円 738円 (33.6%) 

清楢 l 級(1.8 i ) 1，600円 386円 (24.1%) 

清酒 2 級 (1.8i ) 1，200同 154円 (12.9%) 

ビー I~ (633mt) 240円 102円 (42.5%) 

ウイスキー特級 (760mt) 2，500円 1，074円

ウイ λキー 1級 (720mt) 1，450円 512円 (35.3%) 

巳λト 2級 (ηomt) 800円 220円 (27.5%) 

(注}小売価格は、代表的な商品の一般的な価格です。
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